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第51 回 大 会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

５月29日（土）第Ｆ会場　9 :30 ～11 : 00

1 Fa- 1 ビーチャーの家政書のわが国への受容をめぐって

谷口　彩子･(熊本大)
目的　19 世紀アメリカ家政学 前史 にお いて、ビ ーチ ャーは家政学 の先駆者と位置づけ ら

れている。そう したビーチャー の家政書 のわが 国への受 容をめぐって は、 まずそ の翻 訳家

政 書による受容 過程の解明が求め られる。本研究で は、 明治前期 にわが国で 刊行されたビ

ー チャー の原書 による 翻訳家政書 の検 討を通して、ビーチ ャーの家政書が わが国の家政教

育 ・家政学研究 に及 ぼした影 響について考察 を行うことを 目的とした。

方 法　 資料として海老名 晋訳 『家事要 法』文 部省、明治14（1881 ）年、石川米子 訳『家事

経済 』文 会舎 、明治18（1885 ）年、瓜 生寅 『龍顔女子 家政学 』通信講学会、明治22（1889 ）年、

C. E. Beecher  ＆H.  B. Stowe “Principles of １:）omestic Science " J. B. Ford & Co･, （1870 ）,

Miss Beecher's  Housekeeper and Healthkeeper,    Harper  ＆Brothers,  （1876 ）他を用 いた。

結果　1 ）ビーチ ャーの原 書 による 翻訳家政書 には これまで知ら れてきた 『家事要法』。

『通信教授　 女子家政学 』の ほかに 、石 川米子訳 『家事 経済』があるこ とが わかっ た。そ

の原典 は、Miss Beecher'  s Housekeeper and Healthkeeper である 。これによD    " Principles

”以外 のビ ーチャー の原書 がこの時期 にわが国で翻訳されていた ことになる。

2）"  Principles”には32 章構成 の原書 が確 認された。した がって 『家事要 法』は原 書の全

訳と考え られる 。3）『女子家政学 』は 『家事要 法』と同一 の原書 “Principles  " の抄 訳と

推定さ れ、日本 の生活様式をふ まえ た記述が併記さ れて いる。

1 Fa- 2
大会と会誌の発表数にみる家政学内部領域の片寄り

○富田守（お茶の水女子大学），神部順子（貞静学園保育専門学校）

［目的］家政学内部領域の片寄りについて最近の状況を明らかにするとともに、その

改善について提言を述べたい。

［方法］最近３年間の家政学会の大会および学会誌について領域別発表数を集計する。

［結果］食物が多く、次が被服領域であり、他領域は少ない。（図参照）

改善法として被服と住居をまとめると食物とのバランスはよくなる。その他の領域

を人間活動を扱う群としてまとめると、
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全体は３群にまとめうる。
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